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ふたつのシリーズが合併し、新たなスタートを切ったスーパーFJもてぎ・菅生シリーズの初

年度も、これにて終了。第 6戦は「SUGO チャンピオンカップレース第 6戦」としてスポーツ

ランド SUGO で、10 月 10 日（日）に予選と決勝レースが開催された。 

すでにチャンピオンを確定させている佐藤樹選手は、年末に控える「日本一決定戦」に集中

するため欠場。代わって焦点となったのは、伊藤慎之典選手（テイクファーストチャリ走10V）

と、四倉悠聖選手（ZAP 日本平中自動車 10V ED）によるランキング２位争い、そして果たし

て初優勝を飾れるか否か。 

また前回に続いて、昨年の全日本カート選手権 OK クラスチャンピオンの渡会太一選手（オー

トバックス ドラゴコルセ）も参戦。前回は７位、５位という結果に留まり、まさにほろ苦い

デビューとなってしまったが、１か月あまりでどう成長を遂げているか注目された。 

一方、Wタイトルでの開催となる「スーパーFJ ジャパン・チャレンジ」は、残すところ 2戦。



ここまで出場した 3戦すべて制している、岡本大地選手（FTK・レヴレーシングガレージ）も

姿を見せており、今回も勝てば出場の如何を問わず最終戦を待つことなく、２連覇が確定す

る。当然、伊藤選手や四倉選手、渡会選手らにとって厚い壁になるのは必至。逆に言えば、岡

本選手は破ってこそ、評価を高めるための存在なのである。 

 

 

≪公式予選≫ 

さて、夜半に降った雨が日曜日の早朝まで残っていたが、スーパーFJ の予選が行われる頃に

は、上空から日差しが注がれるようになり、完全にドライコンディションとなっていた。計

測は 15 分間。いきなりトップに立ったのは岡本選手だったが、最初の２周は完全に肩慣らし。

タイヤにもしっかり熱が入って、アタックを開始した３周目からは“秒単位”でライバルを

引き離す。 

1 分 29 秒 604 から始まり、次の周には 1分 29秒 299 に、いったんタイムを落とすも、1分 29

秒 164 にまで刻んでくる。これで決まりかと思われたものの、岡本選手は１周クールダウン

を挟んで、ラストアタックでついに 1分 28 秒 982 を記すまでとなった。 

逆に 2番手以下は、めまぐるしく順位が入れ替わるものの、しばらく誰も 1分 30 秒を切るこ

とを許されず。その中でも高口大将選手（FTK・レヴレーシングガレージ）が 1 分 30 秒 089

で、長らく 2番手につけていたが、ラスト２周で伊藤選手が 1分 29 秒 826 をマークして逆転

に成功。ラストアタックで高口選手はタイムアップを果たすも、1分 30秒 045 に甘んじ、伊

藤選手をかわすことはできなかった。 

4 番手は渡会選手で 1 分 30 秒 328。5 番手が長谷部一真選手（ALBIREX EDRD10V）、そして四

倉選手が 6番手で、ここまでが 1分 30 秒台に乗せていた。 

 

 



ポールポジション：岡本大地選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 

「8 秒台に入れるのを目標でやっていて、ちょっと

出ないかな……と思っていたんですが、最後は躍起

になって走っていって、なんとか出たという感じで

す。ちょっとタイヤは使っちゃったんですが、入れ

られて良かったです。決勝は今回も、先行逃げ切り

で行こうと思っています。上位は鈴鹿勢ですね、み

んなで表彰台取れたらいいですね！」 

 

予選 2番手：伊藤慎之典選手（テイクファーストチャリ走 10V） 

「29 秒台には入れる予定でいて、なおかつ練習の様

子も見ていてトップとコンマ 5 秒以内におさめたい

って気持ちで予選に臨んだんですけど、クリアラッ

プが１周しか取れませんでした。その１周で出たタ

イムは失敗もしていたし、僕的には 5 番手ぐらいと

思っていたんで、そこはラッキーととらえています。

岡本選手はどこ行っても速いから、勝てたら評価上

がるじゃないですか？ 逆にチャンスだと思っているので、頑張りたいと思っています」 

 

予選３番手：高口大将選手（FTK・レヴレーシングガレージ)  
「全然、自分がクルマと路面を合わせきれなくて。

本当は序盤に出して、ちょっとずつ伸ばしていくつ

もりだったんですけど、自分のミスもあって、あん

まりいいアタックができませんでした。場所取りは

良かったのに、思ったよりペースも上げられません

でした。ちょっとトップとはタイム差がありますが、

2 番手とはそんなにないので、12 周しっかりレース

を楽しめたら、と思っています」 

 

予選 4番手：渡会太一選手（オートバックス ドラゴコルセ） 

「めちゃめちゃ悔しいです、全然うまくまとめられ

なくて。29 秒には絶対入ったと思うのに、いろんな

ミスがあって１周を完全に決めきることができなか

ったです。めちゃめちゃ悔しいので、決勝で晴らしま

す」 



 

 

≪決勝レース≫ 

決勝レースは 15 時 50 分からの開始で、12 周で

競われる。シーズンの短い東北は、スーパーFJ に

限らず、これがすべての今季ラストレースとな

る。ポールシッターの岡本選手は、スタートをそ

つなく決めて１コーナーへのホールショットに

成功。これに伊藤選手が続いた一方で、予選 3番

手の高口選手が出遅れ、逆に予選 4番手の渡会選

手が前回の反省を踏まえてスタートを決めたこ

とで 3番手に浮上。長谷部選手にも抜かれていた

高口選手ではあったが、馬の背で 4番手に浮上す

る。 

バックストレートに差し掛かった時点で、もう後

続を引き離していた岡本選手は、１周目を終える

と 1秒６もの差をつけていた。もちろん、その後

もアクセルを少しも緩めることなく、ファステス

トラップの連発で、さらに差を広げていった。 

一方、その後方では伊藤選手、渡会選手、そして

高口選手が激しく 2番手を争い合う。２周目のス



トレートで長谷部選手を抜いていた、四倉選手もランキング２位獲得のために、そこに加わ

りたいところ。だが、長谷部選手も遅れることなく続き、やがて応戦一方となって、前の３

台から引き離されてしまう。 

７周目の２コーナーで高口選手

が、渡会選手を抜いて 3番手に

浮上。ところが、その直後に後

続車両が２コーナーでスピンを

喫したことから、車両回収のた

め３周にわたってセーフティカ

ーが導入される。 

これで７周近くにまで達してい

たリードを一気に失うことにな

った岡本選手ではあったが、馬

の背の立ち上がりから加速とい

う、強気のリスタートをうまく決めて、やはり後続を寄せつけず。何事もなかったかのよう

に、そのまま逃げ続けていって最後は 3 秒差の圧勝に。しかも、最終ラップにファステスト

ラップとなる 1分 30秒 168 を記したあたり、まだまだ余力を残していたのは明らかだ。 

なお、岡本選手は 4 戦４勝で「スーパー

FJ ジャパン・チャレンジ」の２連覇が、

最終戦を待たずして確定した。 

一方、２位争いは渡会選手がリスタート

で遅れてしまったこともあり、伊藤選手

と高口選手の一騎討ちに。最後まで激し

く競い合うも、コンマ 5 秒差で逃げ切り

成功。その結果、伊藤選手がもてぎ・菅生

シリーズのランキング２位を獲得。以下、

高口選手、渡会選手の順でゴールし、５位の四倉選手も単独フィニッシュ。逆に長谷部選手

は前田大道選手（ELEV レーシングドリーム）に迫られたが、辛くも振り切って６位でゴール

した。 

また、35歳以上のドライバーを対象とするジェントルマンクラスは、夕田大助選手が最後ま

でトップを譲らず。総合でも９位に入って、貴重な選手権ポイントも獲得している。 

 

「スーパーFJ ジャパン・チャレンジ」の最終戦は、11 月 21 日に富士スピードウェイで開催

される。チャンピオンを確定させた岡本選手、そして目下ランキング２位の高口選手は不出

場をすでに表明はしている。ただ、今年は東京オリンピック、パラリンピックの自転車競技

会場となったことで、富士でのスーパーFJ は今年この一戦のみ。意外な展開も期待できそう

だ。 

 



 

優勝：岡本大地選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 

「今日も行くだけ行きました。スタートからうまくいったんですけど、ちょっと SC後のコン

ディションが違っていて、難しかったです。少し冷えたからなのかもしれませんが、なんか

違っていて滑りやすくて。追いつかれるかと思ったんですが、それでも逃げられたので良か

ったです」 

「これで鈴鹿と合わせて、今年もふたつタイトルが獲れましたから、あとは日本一だけ。次

で６回目になるんですけど（苦笑）、今年こそ獲りたいですね！ 鈴鹿の上位陣はみんな速い

し、今日出ていなかった（もてぎ・菅生チャンピオンの）佐藤くんも鈴鹿に遠征に来て、すご

く速くなっているので、あんまり簡単に勝てそうな気がしないんですよ。やっぱシーズン初

めの頃と、日本一までにみんな変わるな、っていうのはいつも思うことで。でも、今年こそ

勝ちます！」 

 

2 位：伊藤慎之典選手（テイクファーストチャリ走 10V） 

「岡本選手はやっぱり速いですね。最初から攻めようと思っていたんですが、ただただ引き

離されちゃって。セーフティカーが入った後は、意地でも１コーナーで刺してやろうと思っ

ていたんですけど、最初はうまくついていけたのに最終コーナーで差がついちゃって、その

まんま１コーナー届かなかったって感じでした。ランキング２位は獲れましたが、チャンピ

オンは出ていなかったし、本当は倒して終わりたかったです。日本一は今シーズン、鈴鹿も

ずっと走ってきているので頑張りたいと思います」 

 

３位：高口大将選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 

「フライング気味かと思って、一回クラッチ踏み直したのが原因で、スタート思いっきり出

遅れちゃいました。でも、自分のペースがいいのは分かっていたので、その後は落ち着いて

すぐ１台パスできて、セーフティカー出る前に渡会選手も抜けて３位には行くことができま

した。その後のペースは２位の選手にも負けていなかったので、正直２位は狙えたというと



ころでは、まだ足りないところがある、課題を感じたレースでした。次はもう日本一決定戦

案ですけど、そこまでに課題を克服して、鈴鹿は鈴鹿でまだ速さが足りないので練習を。チ

ームに岡本選手がいるので、いっぱい教えてもらって、日本一に臨みたいと思います」 

 

４位：渡会太一選手（オートバックス ドラゴコルセ） 

「スタートに関しては、前回の反省は活かせたと思っています。一歩一歩進んで入るので、

そこは良かったと思います。まだトップ３に比べれば速さがなかったと思いますし、あとは

リスタートの仕方。ローリングスタートに離れているんですが、ちょっとタイミング掴むの

ができず、あれで一気に前とは離されちゃったので。次は日本一になりますが、今日の反省

をますます活かしていきたいと思っています」 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 


